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主論文 

In vitro osteogenesis of rat bone marrow mesenchymal cells on PEEK disks with heat-fixed  

apatite by CO2 laser bonding. 

 

CO2 レーザーでアパタイトを溶着させた PEEK ディスク上における、ラット骨髄間葉系

細胞の骨形成能に関する培養実験 

 

 Sachiko Kawasaki, Yusuke Inagaki, Manabu Akahane, Akira Furukawa, Hideki 

Shigematsu, Yasuhito Tanaka  

BMC Musculoskeletal Disorders. 2020 Oct 19; 21(1): 692. 



論文審査の要旨 

 

PEEK は弾性率が皮質骨に近く、高齢者の粗鬆骨に対する手術では、その特性が生かさ

れるべきであるが、生物学的に不活性で、骨伝導能がないため、偽関節や緩みなどが金

属よりも問題とされている。本研究では PEEK に骨伝導性を付与することを目指した、

レーザー溶着によるアパタイトコーティングの検討を行った。 

ラットの大腿骨から間葉系幹細胞を採取して初期培養し、非コーティング・アパタイト

コーティング PEEK ディスク上にそれぞれ播種し、骨形成培地で２次培養を行った。培

養 14 日目の培地上清中オステオカルシン濃度とカルシウム濃度を測定し、PEEK ディス

クの ALP 染色とアリザリンレッド染色を行った。非コーティング PEEK をコントロー

ル群とし、レーザー溶着各アパタイトコーティングの効果を比較検討した。その結果、

コントロール群と比べ、各アパタイトコーティング群では ALP 染色、アリザリンレッド

染色ともに濃染された。上清中オステオカルシン濃度はコーティング群で有意に高く、

カルシウム濃度はコーティング群で有意に低下した。 

本研究より、レーザー加熱によってアパタイトを PEEK 表面に溶着する技術を用いるこ

とで、PEEK の表面における骨形成能が促進されることが明らかとなった。今後本技術

でコーティングした PEEK を臨床応用することで、本領域のさらなる発展に寄与するも

のと評価され、参考論文と合わせて医学博士の学位に値する研究であると認める。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに運動器再建医学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。 
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